
砥部町における
高齢者見守りネットワークについて

愛媛県砥部町 消費者相談窓口
消費生活相談員 武田咲枝

日弁連シンポジウム ２０１３．９．２１
砥部町イメージキャラクター とべっち

三市町の消費者行政の広域連携

東温市

相談窓口イメージ
キャラクター
おりこう☆おんたん

週1回ずつ
巡回勤務

砥部町松前町

とべっち

人口 31,222人
（6月30日現在）

人口 21,990人
（7月1日現在）

人口 34,212人
（7月1日現在）

1

目 次

１．高齢者見守りネットワークの構築

２．地域包括支援センターと連携した
「訪問相談」の実施

３．事例紹介（3例）

2

１．高齢者見守りネットワークの構築

3

砥部町の見守りネットワーク
「つながって、見守ろう。安心・安全な砥部町」

消費者相談窓口

地域包括支援センター 松山南署

社会福祉協議会

区長、民生児童委員

高齢者・障害者

関係団体、民間事業者

金融機関等

4

相談窓口との連携強化

役場内部や関係機関に相談窓口の周知

（H22年8月～ 毎週木曜日は相談員在席）

●悪質商法被害の情報提供

●ケアマネや民生児童委員などの研修民 児 委員 研修

●啓発活動の協力（ステッカーやお断りうちわの配布）

町民に相談窓口の周知

●毎月広報に記事掲載

●高齢者や障害者を対象とした出前講座
5
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砥部町の相談受付状況

22年度

見守り者から

0 20 40 60

24年度

23年度

（件数）

見守り者から

本人から

家族・知人から

6

２．地域包括支援センターと連携した
「訪問相談」の実施「訪問相談」の実施

7

見守りネットワークを活用した相談フロー図
地域包括支援センター、社協など

訪問活動の中で契約を発見
民生児童委員の気づき

相談
情報提供

訪問相談
包括、社協と同伴
警察の立ち会い

砥部町消費者相談窓口
（消費生活相談員＋担当職員）

助言
注意喚起

8

３．偶然発掘された被害事例の紹介３．偶然発掘された被害事例の紹介

（3例）

9

事例発表内容

【事例１】 排水管清掃から床下工事

【事例２】 健康食品のマルチ

【事例３】 布団・健康食品の次々販売

10

【事例１】 点検商法

【訪問販売】

排水管洗浄 → 床下工事排水管洗浄 床下工事

見守り者

地域包括支援センター社会福祉士

11
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■事例１ 相談者の属性

【相談受付】平成24年3月

• ８０歳代女性（一人暮らし）

• 「要支援２」・・１～2か月に１回 定期訪問

• 介護保険ｻ ﾋﾞｽ利用なし• 介護保険ｻｰﾋ ｽ利用なし

【相談の流れ】 認定後の定期訪問で発見！

包括支援センター → 役場相談窓口へ

■社会福祉士と同伴して「訪問相談」

■床下に入って現場確認
12

「排水管の清掃をしています」「床下換
気扇の点検にきました」と来訪し、点検
後「このままでは地震で家が倒れる」な
どと不安をあおり工事を契約させる手口

排水管洗浄→床下工事の点検商法

訪問相談の様子

13

勧誘手口

①排水管洗浄の勧誘

「この近所をまわっている、近所の人もした」

②床下点検

「高圧洗浄をしたので 水漏れしていないか確認」「高圧洗浄をしたので、水漏れしていないか確認」

③床下工事の勧誘、すぐ契約させる

床下の写真を見せながら、不安をあおって契約させる

「コンクリートがひび割れている、カビがわいている、

塚柱などが腐食している」など

◎本当の目的は床下工事！
14

排水管洗浄後、床下へ入り無料点検

築10年余り 木造二階建て住宅

【４件の契約】 Ｈ２４年３月

①ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎補修工事 ９４５，０００円

②耐震補強 ２８ ３５０円②耐震補強 ２８，３５０円

③シロアリ予防消毒 １７６，４００円

④床下換気扇（９台）,タイマー ７５２，８５０円

値引き ２，６００円 合計 １，９００，０００円

（内 既払金 １００万円）

15

職員と相談員が床下へ

「水浸し」かどうか確認

床下の土や白い粉、炭、
シート破片などを回収した

偶然、床の断熱ボードの欠落(１か所）を発見！
16

あっせん処理結果

• クーリング・オフ手続きを行い、相談窓口から
業者に連絡

役場にて 業者と面談 問題点を指摘• 役場にて、業者と面談。問題点を指摘。

• 住宅相談

一級建築士に、写真や床下からの回収物を見
せて、参考意見を聞いた。

• 弁護士につないだ・・・成年後見制度を検討中

17
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【事例２】
山間部で発生したマルチ商法

【連鎖販売取引】

個人輸入の健康食品個 輸 健康食

見守り者
民生児童委員さん

18

■事例２ 相談者の属性

【相談受付】平成24年2月

• ８０歳代女性（夫婦二人暮らし）

• 年金受給者

年前にくも膜 出血を発症し 足などに後遺症あり2年前にくも膜下出血を発症し、足などに後遺症あり

【相談の流れ】 民生児童委員の声かけで発見

民生児童委員→本人→民生児童委員

→役場相談窓口へ

■民生児童委員と同伴して「訪問相談」
19

地元の会員が業者を連れて訪問販売

【契約内容】 平成２４年２月

健康食品 ５本 ２４，４００円

※１本３０錠入り １日１錠服用※１本３０錠入り １日１錠服用

（１本当り ４，８８０円）

業者（代理店）に全額支払った

■１本は手渡し

■残り４本は本社（アメリカ）から宅配便で届いた

【個人輸入】
20

勧誘手口

①健康食品の効能・効果の説明

「この健康食品を飲めば、元気になる」

「足も良くなる、夜も良く寝られるようになる」

②強引な勧誘 「５本飲まないと効果がない」②強 誘

③断定的判断の提供・不実告知 「絶対に効く」

④契約書面・概要書面不交付

マルチ商法の説明なし

⑤契約者が署名・捺印せず（代筆されていた）

⑥ｸｰﾘﾝｸﾞ･ｵﾌの説明なし
21

本人から返品希望
２本開封して服用→効果なし

あっせん処理結果

• 民生児童委員と同伴で、訪問相談を行った。

• 病院に常備薬と併用して副作用がないか確認

• クーリング・オフ手続き（契約書面不交付）

• 相談窓口から業者に連絡→留守電に

■全面解約、着払いで全品返送

■本社より直接全額返金(通常は代理店経由）
22

【事例３】 地域で見守り、連携

【訪問販売】 布団

【電話勧誘】 健康食品

見守り者

地域包括支援センター 介護支援専門員

〃 看護師

23
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■事例３ 相談者の属性
【相談受付】平成24年11月

• ７０歳代女性（夫婦二人暮らし）

• 年金受給者

• 二次予防・・看護師の定期訪問(月１回）予防 護 定期訪問(月

介護支援員は随時訪問

• 内服薬の継続が難しい

【相談の流れ】 布団・・郵便局窓口で振込阻止

郵便局→包括支援センター、役場相談窓口へ

■担当介護支援専門員と同伴して「訪問相談」
24

布団の次々販売

【１回目の契約】 ２年ほど前

敷き布団 ２～３万円

【２回目の契約】 Ｈ２４年１０月

ゲルマジック敷き布団 ２枚 ３１６，０００円敷

シーツ ２枚（サービス） ６，０００円

値引き ▲１８４，０００円

消費税 ６，９００円

合計 １４４，９００円

（内 既払金 ４，９００円）
25

勧誘手口

①販売目的不明示

「いい商品があるので見てほしい」

②実験商法

「ゲルマニウム加工」 「遠赤外線効果のある羽毛布団」ゲルマニウム加工」 遠赤外線効果のある羽毛布団」

手でおさえておき、３２度になると

電子を発生させ、柄の色が変わる→

③不実告知（タグ確認）

実は「羊毛布団」

26

勧誘手口
④最後まで商品価格を言わない

契約書に署名・捺印する時にやっと価格を知った

⑤サービスでお得感！

「無料で同じ布団を１枚サービス」

あっせん処理結果

●関係機関にゲルマジック布団ついて問い合わせ

●クーリング・オフ期間を経過し、布団を汚して返品でき

ず、４万円値引きをして、契約額１０４,９００円で合意した。

27

大量の健康食品を発見！

■介護支援専門員、看護師の「定期訪問」に同行

廊下に宅配便の段ボール箱が山積み

ダイレクトメールが散乱ダイレクトメ ルが散乱

• １４社から１６種類の健康食品を購入

• 健康志向が強いが、病院の薬を飲まない

主に、【電話勧誘】 【通信販売】

標的になっている可能性も
28

健康食品を減らす

役割分担して、みんなで説得

・看護師さんの一言！

「健康食品の飲みすぎは体によくないよ」

→３種類に減らすことに同意→３種類に減らすことに同意

• 保健センターにて医師と面談

• 「契約をやめる」連絡は相談員が行った。

現在も、介護支援専門員・看護師の

ネットワークで見守り中！
29
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つながって、見守ろう。
安心・安全な砥部町

ご清聴ありがとうございました

砥部町地域包括支援
センターの皆さん

30
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レ
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の
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さ
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る
よ
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、

あ
え
て
シ
ン
プ
ル
な
デ
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イ
ン
に
仕

上
げ
て
い
ま
す
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身
の

す
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と
し
た
フ
ォ
ル
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フ
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ニ
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カ
ー

ア
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ト
ド
ア
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ン
に
仕

上
げ
て
い
ま
す
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細

身
の

す
っ
き
り
と
し
た
フ
ォ
ル

ム
は

、
ス
ニ
ー
カ
ー
の

カ
ジ
ュ
ア
ル

感
に
エ
レ
ガ
ン
ト
な
雰

囲
気
を
プ
ラ
ス
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ジ
ー
ン
ズ
や
チ
ノ
パ
ン
だ
け
で
な
く
、
あ
え
て

ス
ー
ツ
に
合

わ
せ

て
大

人
の

抜
け
感
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ル

し
て
も

ア
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ト
ド
ア
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コ
ン
フ
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。
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格
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８
０
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＜
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品
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＞
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ポ
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ツ
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シ
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面
で
の

使
用

を
幅

広
く

価
格

：
２
９
８
０
円

定
価

：
９
８
０
０
円

人
気
商
品
に
つ
き
残
り
わ
ず
か
。

の
両

面
で
の

使
用

を
幅

広
く

可
能

に
し
た
モ
デ
ル

。
足

へ
の

負
担

を
軽

減
し
た
。

色
ブ
ラ
ウ
ン

サ
イ
ｽﾞ
限
定
に
よ
り
、

特
別
価
格
で
販
売
中
！

＜
ブ
ラ
ン
ド
情

報
＞

色
：
ブ
ラ
ウ
ン

２
４
．
５

残
り
１
０
足

２
５
．
０

残
り

２
足

色
：
シ
ル

バ
ー

メ
ン
ズ
ス
ニ
ー
カ
ー
を
専
門
に
手
掛
け
、
よ
り
創
造
的
な

デ
ザ
イ
ン
と
履
き
心
地
の
良
さ
を
追
求
し
て
い
る
。

素
材

合
成
皮
革

色
：
シ
ル

バ

２
４
．
５

在
庫

あ
り

２
５
．
０

残
り
８
足

素
材
：
合
成
皮
革

ご
不
明
な
点
は
あ
り
ま
す
か
？

商
品
の
ご
質
問
は
下
記
ま
で
連
絡
を
！

カ
ー
ト
に
入

れ
る

返
品
・
交
換
に
つ
い
て
は
こ
ち
ら

購
入
者
の
コ
メ
ン
ト
は
こ
ち
ら

１
８
時
ま
で
の
ご
注
文
は
、
翌
日
に
は
お
届
け
！
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返
品

・
交

換
に
つ
い
て

返
品

交
換

に
つ
い
て

返
品
交
換
と
も
に
承
り
ま
す
但
し

返
品
・
交
換
と
も
に
承
り
ま
す
。
但
し
、

返
品
に
つ
い
て
は
送
料

4
5
0
円
(全
国
共

返
品
に
つ
い
て
は
送
料

4
5
0
円
(全
国
共

通
)を
お
客
さ
ま
に
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。 ※

返
品

・
交

換
で
き
る
商

品
・
商

品
到

着
後

１
週

間
以

内
未

使
用

（
室

内
で
の

試
着

は
可

）
・
未

使
用

（
室

内
で
の

試
着

は
可

）

ご
注

文
内

容
確

認
商

品
名

色
価

格
数

量
在

庫
小

計

ラ
ン
ニ
ン
グ

シ
ズ

ブ
ラ
ウ
ン

２
９
８
０
円

１
○

２
９
８
０
円

シ
ュ
ー
ズ

商
品
の
合
計

送
料

代
引
手
数
料

２
，
９
８
０
円

０
円

０
円

代
引
手
数
料

０
円

合
計
の
金
額

２
，
９
８
０
円

氏
名

神
山

留
美

子

氏
名

カ
ナ

コ
ウ
ヤ
マ

ル
ミ
コ

【
お
届

け
先

】

氏
名

カ
ナ

コ
ウ
ヤ
マ

ル
ミ
コ

郵
便

番
号

５
０
２
－
０
０
０
６

住
所

岐
阜
市
鏡
島
５
５
５

ご
注
文
手
続
き
へ

【
お
支

払
方

法
】

銀
行

振
込

翌
日

翌
日
、、

商
品
が
届
き
ま
し
た

商
品
が
届
き
ま
し
た
。
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８
０
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＜
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＞
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を
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０
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定
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：
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０
０
円

人
気
商
品
に
つ
き
残
り
わ
ず
か
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の
両

面
で
の

使
用

を
幅

広
く

可
能

に
し
た
モ
デ
ル

。
足

へ
の

負
担

を
軽
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。
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ブ
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ウ
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イ
ｽﾞ
限
定
に
よ
り
、

特
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価
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で
販
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中
！

＜
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．
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０
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．
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を
追
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る
。

素
材

合
成
皮
革

色
：
シ
ル

バ

２
４
．
５

在
庫

あ
り

２
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０
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り
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足

素
材
：
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皮
革

ご
不
明
な
点
は
あ
り
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す
か
？

商
品
の
ご
質
問
は
下
記
ま
で
連
絡
を
！

カ
ー
ト
に
入

れ
る

返
品
・
交
換
に
つ
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は
こ
ち
ら

購
入
者
の
コ
メ
ン
ト
は
こ
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ら
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で
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翌
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生
徒

の
意

見
を
ま
と
め
た
板

書

KA
TO

U
２
０
歳
男

カ
デ
ザ

イ
が

と
も
気

ス
ニ
ー
カ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
が
と
て
も
気

に
入

っ
て
買

い
ま
し
た

い
つ
も
24

5
に
入

っ
て
買

い
ま
し
た
。
い
つ
も
24

．
5

を
履

い
て
い
ま
す
が

、
少

し
小

さ
く
感

じ
を
履

い
て
い
ま
す
が

、
少

し
小

さ
く
感

じ
ま
し
た
。

と
か
ん

と
か
ん
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身
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す
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ス
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や
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ス
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け
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示
さ
れ
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い
る
サ
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よ
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少
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小
さ
く
感
じ
ま
す
。
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▼
返
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に
つ
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て

▼
ご
質

問

連
携

の
効

果
連

携
の

効
果

消
費

生
活

相
談

員
の

方
か

ら
の

事
例
紹
介
・
お
話

事
例
紹
介
・
お
話

提
供
資
料

な
ど

・
生

徒
が

事
例

を
身

近
な
も
の

と
し
て
捉

・
生

徒
が

事
例

を
身

近
な
も
の

と
し
て
捉

え
、
自

分
の

生
活

に
置

き
換

え
て
考

え
る
こ
と
が

で
き
る
。

生
徒
の
関
心
や
意
欲
が
よ
り
高
ま
る

・
生
徒
の
関
心
や
意
欲
が
よ
り
高
ま
る
。

あ
な
た
は
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
？

あ
な
た
は
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か
？

学
校

と
消

費
生

活
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携

・
協

力
学

校
と
消

費
生

活
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携

・
協

力

ご
清

聴
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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富国有徳 創知協働
しずおかの挑戦しずおかの挑戦。

消費者教育推進計画の策定に向けた
取組について

消費者教育推進計画の策定に向けた
取組について取組について取組について

平成25年９月
静岡県

平成25年９月
静岡県

消費者教育推進のきっかけ

平成11年3月 ｢静岡県消費生活条例｣

消費者市民社会へ
の転換(平成20年版
国民生活白書)

○第９条 啓発活動及び教育の推進
国会では、超党派に
よる消費者教育推進
法案提出 動き法案提出の動き
が・・・

消費者庁の設
置(H21 9月)

平成22年5月 ｢静岡県消費者行政推進基本計画｣

平成 年 月 ｢静岡県総合計画 に「消費者教育 を位置付け

置(H21.9月)

平成23年2月 ｢静岡県総合計画｣に「消費者教育」を位置付け
○県総合計画3章-2 2-(1)自ら学び自立する消費者の育成

｢社会的価値行動｣ができる消費者を育成社会的価値行動｣ができる消費者を育成
幼児期から高齢期まで、消費者の年齢や生活環境などに応じ消費者教育と
学習機会を提供
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｢社会的価値行動」とは

自分の消費行動が、現在及び将来の世代にわたって、内外の
社会経済情勢及び地球環境に影響を及ぼし得るものであること

たとえば

社会経済情勢及び地球環境に影響を及ぼし得るものであること
を自覚して、公正かつ持続可能な社会の形成に寄与する行動

たとえば・・・
○食育の観点及び地産地消の観点から商品を選択する
○環境に配慮した商品を選択する○環境に配慮した商品を選択する
○モノを大切にする・・・

消費者教育推進法の「消費者市民社会 と同じ考え方消費者教育推進法の「消費者市民社会」と同じ考え方

静岡県における消費生活相談の推移

契約当事者の年齢内訳

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比
　

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比 件数 構成比

20歳未満 314 3.90% 293 4.20% 252 3.90% 204 3.10%

20歳代 994 12.20% 672 9.70% 546 8.50% 540 8.20%

歳30歳代 1,442 17.70% 1,163 16.70% 1,008 15.60% 1,163 17.80%

40歳代 1,428 17.50% 1,084 15.60% 1,146 17.70% 1103 16.90%

50歳代 995 12.20% 875 12.60% 836 12.90% 808 12.40%

60歳代 940 11.50% 882 12.70% 889 13.70% 874 13.40%

70歳以上 852 10.50% 912 13.10% 908 14.00% 994 15.20%

年齢不明 1,185 14.50% 1,069 15.40% 886 13.70% 852 13.00%

計 8,150 100.00% 6,950 100.00% 6,471 100.00% 6,538 100.00%
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静岡県における消費者教育の現状①

消費者の自立を支援するため、県民生活課では、｢消費者啓発の強化｣、
｢暮らしに関する情報提供｣、｢消費者学習支援｣などに取り組んでいる。

１ 広報・啓発事業
○消費者月間｢県民のつどい｣(５月) ⇒ 平成25年度から｢消費者フォーラム｣
○｢消費者被害防止月間キャンペーン｣(12月)消費者被害防 月間 ｣( 月)
○暮らしに役立つ生活情報誌｢くらしのめ｣
○メールマガジン｢くらしのメール｣

２ 消費者学習支援事業
○｢消費者ホーム講座(通信制)｣
○｢くらしのサポーター養成講座(通学制)｣(平成24年度まで)

ダ○｢くらしのリーダー養成講座｣(平成25年度から)
○県民生活センターによる｢出前講座｣(学校、企業、教員研修等)

３ 消費者行政活性化基金の活用３ 消費者行政活性化基金の活用
○消費者被害防止広報キャンペーンほか(平成21年度～)
○平成25年度は、｢消費者教育推進事業｣として先駆的な取組を行う

静岡県における消費者教育の現状②

平成25年度 消費者教育推進事業(県委託事業として実施)平成 年度 消費者教育推進事業(県委託事業として実施)
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静岡県における消費者教育の現状③

講座・研修 人材養成 啓発 その他 計

平成25年度 県庁各所属における消費者教育関連事業

講座 研修 人材養成 啓発 その他 計

環境教育 ４ １ ５

食育・食の安全 ３ ３ １ ７食育 食の安全 ３ ３ １ ７

国際理解教育 ３ ２ ５

人権教育 ３ ２ ４ ９人権教育 ３ ２ ４ ９

動物愛護 ３ ３

情報ﾘﾃﾗｼ 教育 ２ １ ３情報ﾘﾃﾗｼｰ教育 ２ １ ３

防災教育 ２ １ ３

そ 他その他 ３ ２ １ ６

計 ２３ ２ １０ ６ ４１

7

消費者教育推進に向けての課題①

消費生活センターも得意・不得意分野がある？

「トラブル対応能力、契約」

「商品安全 生活設計 情報メディア」の一部

得意分野

「商品安全、生活設計、情報メディア」の一部

不得意？ 「消費者市民社会」不得意
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消費者教育推進に向けての課題②

地域の情報拠点としての消費生活センター

消人材情 消
費
生 消

人材

教材
ニーズ

情
報
が 生

活
セ
ン

消
費
者

教材

手法

が
集
ま
る ン

タ
ー

手法

最新の素材

助言
る
仕
組 ー最新の素材

コ ディネ ト能力

組

9
コーディネート能力

“消費者教育推進法”への対応

ふじのくに消費教育研究会の設置（平成24年9月）ふじのくに消費教育研究会の設置（平成24年9月）

座長は、

椙山女学園大学県 県教育委員会
の
東 珠実教授

・県総合計画

・県消費者行政推進基本計画

消費者団体
（消費者団体連盟）

H25 県消費

県 県教育委員会
・県総合計画
・県消費者行政推進基本計画 ・学習指導要領

H24
ふじのくに
消費教育研究会

H25　県消費
者教育推進
計画の検討

事業者団体
（経営者協会）

労働者団体

消費教育研究会
　

 ⇒あり方検討、報告

労働者団体
（労働者福祉協議会）

法曹関係団体
金融広報

（金融広報委員会）

研究機関
（消費者教育支援センター） 実践的な

推進方法

環境に配慮し モノを大切にする生活等 社会的価値

法曹関係団体
（弁護士会、司法書士会、法テラス）

（金融広報委員会）

10
環境に配慮し、モノを大切にする生活等、社会的価値
行動ができる消費者の育成
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“研究会”での検討状況①

研究会での検討にあたっては、研究会構成団体や学識経験者へのヒアリング
や事業所等の消費教育取組調査結果などを踏まえ、現状の取組みを整理した
上で 今後の消費教育の推進の考え方について検討した上で、今後の消費教育の推進の考え方について検討した。

開催日 内 容

第１回 平成24年９月12日(水) 県素案に対する意見（第１回）第１回 平成24年９月12日(水) 県素案に対する意見（第１回）

第２回 平成24年12月３日(月) 県素案に対する意見（第２回）

第３回 平成25年３月14日(木) 研究会報告書とりまとめ

研究会での主な検討項目研究会での主な検討項目

消費教育が目指す姿、目標

消費教育 体系

ふじのくに消費教育
あり方報告書消費教育の体系化

静岡県内の消費教育の取組み状況

静岡県における消費教育の推進に向けて【提案】

あり方報告書
平成25年３月

11

静岡県における消費教育の推進に向けて【提案】

“研究会”での検討状況②-1 ～体系化における本県特有の目標設定～

目標設定は国に準拠。県総合計画や本県の特性を踏まえ、本県特有の目標
を追加設定。

○静岡県総合計画の戦略体系

防災先進県

○静岡県総合計画の戦略体系

（１）「命」を守る危機管理【危機管理・災害対策】
（２）「有徳の人」づくり 【教育】
（３）「憧れ」を呼ぶ“ふじのくに”づくり【文化・観光】（３） 憧れ」を呼ぶ ふじのくに くり【文化 観光】

（４） 一流の「ものづくり」と「ものづかい」の創造【経済産業】
（５）「和」を尊重する暮らしの形成【くらし・環境】
（６）「安心」の健康福祉の実現【健康福祉】（ ） 安心」の健康福祉の実現【健康福祉】
（７） ヒト、モノ、地域を結ぶ「基盤」づくり【交通基盤】
（８）「安全」な生活と交通の確保【防犯・警察】
（９） 地域主権を拓く「行政経営」【経営管理・企画広報】

ものづくり県

12
65 / 82



“研究会”での検討状況②-2 ～体系化における本県特有の目標設定～

静岡県の人口 ３７７万人
（平成22年10月）

静岡県の県内総生産 15兆1128億円

大地震に備えた訓練の実施

年間を通じた実践的な訓練により防災関係機関と
連携を強化（平成21年度） の連携を強化

人口
全国10位
構成比３％

【静岡県
総合防災訓練】

構成比３％

1人当たり
県民所得
全国５位

地域防災リーダーの育成

全国５位 地域防災の担い手の底辺拡大と資質の向上

製造品
出荷額等
全国3位

国内
総生産３％
全国10位

【ふじのくに防災
マイスター養成講座】

13

“研究会”での検討状況②-3 ～体系化における本県特有の目標設定～

対象領域 目 標

(ア)消費者市
民社会の
構築

自らの消費が環境、経済、社会及び文化等の幅広い分野において、他者に影響を及ぼ
し得るものであることを理解し、適切な商品やサービスを選択できる力
持続可能な社会の必要性に気づき、その実現に向けて多くの人々と協力して取り組む
ことができる力ことができる力
消費者が、個々の消費者の特性や消費生活の多様性を相互に尊重しつつ、主体的に社
会参画することの重要性を理解し、他者と協働して消費生活に関連する諸課題の解決
のために行動できる力

また モノの使い方を理解し 大切にする心を育み 豊かな消費生活の向また、モノの使い方を理解し、大切にする心を育み、豊かな消費生活の向
つなげることができる力

(イ)商品の安
全

商品等に内在する危険を予見し、安全性に関する表示等を確認し、危険を回避できる
力全 力
並びに商品等による事故・危害が生じた際に、事業者に対して補償や改善、再発防止
を求めて適切な行動がとれる力

(ウ)生活の管
理と契約

適切な情報収集と選択による、将来を見通した意思決定に基づき、自らの生活の管理
と健全な家計運営ができる力理と契約 と健全な家計運営ができる力
並びに契約締結による権利や義務を明確に理解でき、違法・不公正な取引や勧誘に気
づき、トラブルの回避や補償や改善、再発防止を求めて適切な行動がとれる力

また、危機管理に関する情報を収集、理解し、災害時において、また災害
適 費に備えて適切な消費行動をとれる力

(エ)情報とメ
ディア

高度情報化社会における情報や通信技術の重要性を理解し、情報の収集・発信により
消費生活の向上に役立て得る力
並びに情報 メディアを批判的に吟味して適切な行動をとるとともに個人情報管理や

14

並びに情報、メディアを批判的に吟味して適切な行動をとるとともに個人情報管理や
知的財産権保護等、メディアリテラシーを身に付け、活用できる力
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“研究会”での検討状況③ ～イメージマップ(本県独自の目標設定)案～

特に若者 成人一般 特に高齢者

成人期
幼児期 小学校期 中学生期 高校生期

特に若者 成人 般 特に高齢者

様々な気づきの体験を
通じて、家族や身の回
りの物事に関心をも
ち、それを取り入れる
時期

主体的な消費者行動、
社会や環境の興味を通
して、消費者としての
素地を形成される時期

消費者行動の範囲が広
がり、権利と責任を理
解し、トラブル解決能
力を育む時期

生涯を見通した管理や
計画の重要性、社会的
責任を理解し、主体的
判断力を高め、国際的
な視点も養う時期

生活全体において自立
を勧め、消費者として
のライフスタイルや価
値観を確立する時期

精神的ににも経済的に
も自立し、持続可能な
社会を実現すべく市民
としての役割を担う時
期

個々の状況に応じ、周
囲の支援を受ける場面
はあるものの持続可能
な社会形成の牽引力と
なる時期

各期の特徴

重点領域

消費がもつ
影響力の理解
消費がもつ
影響力の理解

おつかいや買い物をす
すんでしてみよう

消費を、めぐるものとお
金の流れを考えよう

消費者行動が環境や
経済に与える影響を考
えよう

生産・流通・消費・廃棄
が環境、経済、社会に
与える影響を考えよう

生産・流通・消費・廃棄
が環境、経済、社会に
与える影響を考える習

生産・流通・消費・廃棄
が環境、経済、社会に
与える影響に配慮して

消費者行動が環境、経
済、社会に与える影響
に配慮することの大切

消
費
者
市
民
社
会
の
構
築

持続可能な
消費の実践

消費者の参画・
協働

ゴミを少なくする工夫を
考えて行動しよう

協力することの大切さ
を知ろう

環境にやさしいくらしを
しよう

身近な消費者問題に
目を向けよう

地域や内外の社会に
やさしいくらしをしよう

身近な消費者問題や
社会課題の解決につ
いて考えよう

与える影響を考えよう

国内や国際的地球規模
の環境、経済、社会に
関心をもち、持続可能な
社会を目指そう

身近な消費者問題その
他の社会課題の解決に
協働して取り組もう

与える影響を考える習
慣をつけよう

持続可能な社会を目指
したライフスタイルを探
そう

消費者問題その他の社
会課題の解決に向けた
行動の場を広げよう

与える影響に配慮して
行動しよう

持続可能な社会を目指
したライフスタイルを実
践しよう

地域や職場で協働して
消費者問題その他の社
会課題を解決しよう

に配慮する との大切
さを伝え合おう

持続可能な社会に役立
つライフスタイルについ
て伝え合おう

支え合いながら協働し
て消費者問題その他の
社会課題を解決しよう

本物を見極めモ築

商
品
等
の
安

商品安全の理解
と危険を回避する
能力

くらしの中の危険や、も
のの安全な使い方に気
づこう

危険を回避し、ものを
安全に使う手がかりを
知ろう

危険を回避し、ものを
安全に使う手段を知ろ
う、使おう

トラブルの解決や法律

安全で危険の少ないく
らしと消費社会を目指
すことの大切さに気づこ
う

トラブル解決の法律や

安全で危険の少ないく
らし方をする習慣をつ
けよう

トラブル解決の法律や

安全で危険の少ないく
らしと消費社会をつくろ
う

トラブル解決の法律や

安全で危険の少ないく
らしの大切さを伝え合
おう

支え合いながらトラブ

本物を見極めモ
ノ（注）の使い方を
理解し、大切に
する心を育む

モノを丁寧に扱おう

本物にふれ、モノの価
値を理解しよう
ものづくりを体験しよう

消費行動がものづくり
に与える影響を考えよ
う

自分や社会にとって、
よりよいモノとは何か
考えよう

よりよいモノを選択する
消費行動をとる習慣を
つけよう

よりよいモノを選択する
消費行動を実践しよう

よりよいモノを選択する
消費行動について伝え
合おう

安
全

生
活
の
管
理
と

トラブル対応能力

契約への理解と
考える態度

生活を設計・管
理する能力

困ったことがあったら身
近な人に伝えよう

約束やルールを守ろう

欲しいものがあったとき
は、よく考え、時には我

困ったことがあったら身
近な人に相談しよう

約束や規則の大切さを
知り、考えよう

消費に関する生活管理
のスキルを身につけよう
お小遣 を考え 使おう

トラブルの解決や法律
や制度、相談機関を知
ろう

契約とそのルールを知
り、よりよい契約の仕
方を考えよう

消費に関する生活管理
のスキルを活用しよう
買い物や貯金を計画的

トラブル解決の法律や
制度、相談機関の利用
法を知ろう

契約とそのルールを活
用し、よりよい契約の
仕方を目指そう

生活設計を立ててみよ
う

トラブル解決の法律や
制度、相談機関の利用
する習慣をつけよう

契約の内容・ルールを
よく確認して契約する
習慣をつけよう

生涯を見通した計画的
なくらしを目指して生活

トラブル解決の法律や
制度、相談機関の利用
しやすい社会をつくろう

契約とそのルールを活
用し、くらしに生かそう

経済社会の変化に対応
し 生涯を見通した計

支え合いながらトラブ
ル解決の法律や制度、
相談機関を利用しよう

契約トラブルに遭遇し
ない暮らしの知恵を伝
え合おう

生活環境の変化に対
応し支え合いながら生と

契
約

情

理する能力

情報の収集・発
信・活用能力

は、よく考え、時には我
慢することをおぼえよう

身の回りのさまざまな
情報に気づこう

お小遣いを考えて使おう

消費に関する情報の集
め方や選択の大切さを
知ろう

にしよう

消費生活に関する情
報の収集と発信のス
キルを身につけよう

経済的危機への対応
を知ろう

情報と情報技術の適
切な利用法や国内だ
けでなく国際社会との
関係を考えよう

なくらしを目指して生活
設計・管理を実践しよう

情報と情報技術を適
切に利用する習慣を
身につけよう

し、生涯を見通した計
画的なくらしをしよう

情報と情報技術を適
切に利用するくらしを
しよう

応し支え合いながら生
活を管理しよう

支え合いながら情報と
情報技術を適切に利
用しよう

災害時に適切な
消費行動をとれ
る力

あわてないで行動しよ
う

普段から、あわてない
で行動しよう

非常時の消費行動を
考えてみよう

非常時に落ち着いて消
費行動をしよう

日ごろから非常時に備
えた消費行動をしよう

冷静な消費行動の大
切さを伝えよう

普段と違う状態でも、
あわてず冷静な行動を
しよう

情
報
と
メ
デ

ィ
ア

消費生活情報に
対する批判的思
考力

情報社会のルー
ルやトラブルの理
解

身の回りの情報から
「なぜ」「どうして」を考
えよう

自分や家族の情報を
守ることの大切さに気
づこう

消費生活情報の目的
や特徴、活用の仕方を
知ろう

自分や知人の個人情
報を守ろう
情報社会のマナーを知
ろう

消費生活情報の収
集、評価、選択を通じ、
意思決定の大切さを
知ろう

情報社会のルールを
知ろう、使おう
情報社会のルールを
守ろう

関係を考えよう

消費生活情報の適切
な活用と意思決定のプ
ロセスや社会との関連
を理解しよう

トラブルが少なく、マ
ナーが守られる情報社
会を目指そう

消費生活情報を主体
的に吟味する習慣をつ
けよう

情報社会のルールと
マナーを実践する習慣
をつけよう

消費生活情報を主体
的に評価して行動しよ
う

トラブルが少なく、マ
ナーが守られる情報
社会をつくろう

支え合いながら消費生
活情報を上手に取り入
れよう

支え合いながら、トラブ
ルがなく、マナーが守ら
れる情報社会をつくろう

15

う 守 う

“研究会”での検討状況④-1 ～既存の活動の整理(発達段階別)～

16
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“研究会”での検討状況④-2 ～既存の活動の整理(重点領域別)～

17

“研究会”での検討状況⑤ ～事業者等の取組状況調査～

県内の事業所 5 000か所に対する取組状況調査県内の事業所 5,000か所に対する取組状況調査

回答 1,699か所のうち292か所（14.8％）が、社外に
対する消費者教育を実施している対する消費者教育を実施している

面接調査により50か所の取組事例を収集

こだま法律事務所 株式会社海商こだま法律事務所
業種：法律事務所 三島市

静岡県下の中学生有志を対象に、
刑事法廷の傍聴、刑事模擬裁判、

株式会社海商
業種：卸売業 浜松市南区

浜松市内や近隣市町の小学５
年生を対象に、「お魚教室」を
実施しています刑事法廷 傍聴、刑事模擬裁 、

講義を実施しています。裁判の仕
組みや、法の成り立ちやルールを
守ることの意義などを伝えていま
す。

実施しています。

小学校へ出向き、実際の魚や
パネルを見せながらの魚の名
前当てクイズや、漁場から食卓
までの市場の流れを説明したり、
網や釣竿を使 た漁の仕方の

18

網や釣竿を使った漁の仕方の
実演など、５年生で習う水産業
の授業のサポートとして実施し
ています。 68 / 82



“研究会”での検討状況⑥ ～【提案】の概要～

【推進の方向性】【推進の方向性】
○めざす消費者像
・社会的価値行動ができる消費者
○体系化における本県独自の目標設定
・国の体系イメージマップに準拠し、本件独自の目標として「モノの使い方を理解し、大切にする心
を育む」、「災害時に適切な消費行動をとれる力」を追加

【多様な主体での取組・連携】
○地域の消費教育の情報拠点として県民生活センターに期待
消費教育のニ ズ把握 実施主体と客体双方に積極的に情報提供を行い 情報共有

提

・消費教育のニーズ把握、実施主体と客体双方に積極的に情報提供を行い、情報共有
○学校
・専門的、実践的知識を有する地域の人材や情報へのｱｸｾｽ方法、ﾈｯﾄﾜｰｸ作りについて検討する
・計画的な研修に向けた体制づくり
○大学　

案
○大学
・実態調査に基づき、大学の教養教育に静岡県としてできる内容を明らかにし、積極的な支援を行う
○地域
・担い手層を厚くするため、推進法第13条に示された専門職等を担い手として明確に位置付け、既存
の高齢者の見守りﾈｯﾄﾜｰｸ等を活用しながら展開する
社会教育委員会 社会教育主事が研修等により消費教育の理解を深め 担い手（講座企画者）にな・社会教育委員会、社会教育主事が研修等により消費教育の理解を深め、担い手（講座企画者）にな

るよう教育委員会社会教育課と県民生活課が相互に連携
○事業者
・事業者がもつ消費教育の資源を学校や地域に情報提供し、活用を促進する仕組みを作ることも有効
・消費教育の場としては 労働福祉団体等による従業員教育がさらに展開されることを期待消費教育の場としては、労働福祉団体等による従業員教育がさらに展開されることを期待

【国の施策との整合性】
・県計画では、「消費者教育」を使用する

1

消費者教育推進計画の策定に向けて① ～スケジュール～

平成25年６月 基本方針公表

平成25年10月 第1回ふじのくに消費教育研究会開催

平成26年２月 第2回ふじのくに消費教育研究会開催(予定)平成26年２月 第2回ふじのくに消費教育研究会開催(予定)
・
・
・

平成26年３月 静岡県消費者教育推進計画策定
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消費者教育推進計画の策定に向けて② ～計画の位置付け～

静岡県消費者行政推進基本計画

第３章 消費者施策の展開と方向

１ 自ら学び自立する消費者の育成１ 自ら学び自立する消費者の育成

③ 消費者教育の推進 ⇒詳細は消費者教育推進計画へ

２ 安全な商品・サービスの提供による安心の確保

３ 消費者被害の防止と救済

４ 環境に配慮した暮らしづくりの推進

3

消費者教育推進計画の策定に向けて③ ～構成案～

消費者教育推進法第10条
消費者教育推進計画とは消費者教育推進計画とは、
消費者教育の推進に関する施策についての計画

⇒ 県の施策＝取組についての計画県の施策 取組に ての計画

消費者教育は多様な主体が担い手となり取り組むもの
⇒ 多様な主体の取組を促進する工夫

計画を２部構成にすることを検討中

第１部
県の取組

第２部
担い手のための手引書
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hiraoka254
テキストボックス
資料８

kawanami315
テキストボックス
（消費者庁ホームページhttp://www.caa.go.jp/information/pdf/120822_houritsu.pdf）
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シンポジウム 

消費者市民教育を実践する 

～消費者教育推進法が成立して～ 

実行委員会委員名簿 
 

氏 名 所属弁護士会 役 職 

中村 新造 第二東京 
実行委員長（日弁連消費者問題対策委員会

委員） 

武田 香織 東京 事務局長（同委員会委員） 

阿久津 正晴 茨城県 （同委員会委員） 

靏岡 寿治 静岡県 （同委員会副委員長） 

薬袋 真司 大阪 （同委員会委員） 

島田 広 福井 （同委員会委員） 

岸田 和俊 島根県 （同委員会委員） 

鎌田 健司 仙台 （同委員会委員） 

瀬戸 和宏 東京 （同委員会幹事） 

平澤 慎一 東京 （同委員会幹事） 

岩田 修 東京 （同委員会幹事） 

青島 明生 富山県 （同委員会幹事） 

松本 明子 東京   

竹花 元 東京   

岩 夏子 東京   

今村  邦雄 第一東京   

伊集院 剛 第一東京   

中村 美智子 第二東京   

井上 惠子 第二東京   

平野 正也 第二東京  
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